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⻆田　浩輔
初見　義寿
堀江　佑磨
古川　雅博
太田　佳祐
川瀬　智之
小川　大貴
大東　　修
柳瀬　光秀
傍嶋　伸弥
西川　拓弥
小寺　達也
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河添　太郎
木村　凌多
木村　仁哉
多賀　正泰
吉口　欣也
藤山　和也
尾原　利也
矢野　雅大
木村　尚幸
畑　　恵三
髙木　康介
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柏　　英二
石山　和孝
相崎　圭史
太田　　翼
北村　信幸
廣瀬　皓大
中川　一樹
児玉　　彬
所　　功大
橋本　英樹
永田　朋志
小玉　直紀
衣斐　弘晃
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安村　吉弘
林　勇一郎
東末　悠悟
角田　泰章
橋本　直樹
高木　陽平
小林　亮太
小野　優次
若山　大助
小野　迪也
早川　　駿
内海　繁人
川瀬　圭祐
服部　仁貴
山田　良太
黒田　茂輝
岩田　弘平
白井　駿介
渡邊　泰光
髙木　康成
水野　裕介
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山本　　晶
中嶋　彩斗
勝野　祐樹
足立　憲厚
浅野　健太
不破　宏典
安田　佑志
栗田　貴司
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大橋　将司
清水　和哉
早川　　肇
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北野　翔太
中村　顕智
山口　拓哉
衣斐　勝彦
吉田　耕太
佐部利健太
栗田　和樹
中村　圭佑
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栗田　祐樹
宮田　佳信
米山　克弘
衣斐　一浩
西川　真悟
山河　亮太
清水　　晃
多賀　雅紀
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不破　宏典
安田　佑志
栗田　貴司
柏　　英二
石山　和孝
相崎　圭史
太田　　翼
北村　信幸
廣瀬　皓大
中川　一樹
児玉　　彬
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橋本　英樹
永田　朋志
小玉　直紀
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上川　　樹
森　　正史
酒井　孝明
本間　　匠
細野　祐也
古田　将也
廣瀬　健太
濱崎　　亮
岩田　則明
長野　貴行
高須賀俊輔
若原　　元
井ノ上善樹
小林　建太
中嶋　裕也
富田　　駿
服部　浩成
髙木　隆成
大江　　忍
　岡　達也
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・排水設備の設置義務（１年以内に排水設備を設置してください）
・水洗便所への改造義務（３年以内にくみ取り便所を水洗便所に改造してください）
・新築、増築、改築される人は水洗便所にする義務（設置する便所は水洗にし、水洗便所からの
排水管は公共下水道に接続してください）
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水洗便所等改造資金融資あっせんおよび利子補給制度のご利用を！

供用開始区域にお住まいのみなさんには３つの義務があります
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宅内排水設備の工事に係る費用は個人負担となります。排水設備の設置や浄化槽の撤去、またはくみ取り便所を
水洗便所に改造する人に、工事に必要な資金の融資をあっせんし、それに係る利子分を交付する制度を設けてい
ます。
○あっせん条件
　▶取扱金融機関／㈱大垣共立銀行 垂井支店、大垣西濃信用金庫 垂井支店、㈱十六銀行 垂井支店、東海労働金

庫 垂井出張所、西美濃農業協同組合 垂井支店
　▶融資あっせん金額／一戸につき30万円以上200万円以内（１万円単位）
　▶融資利率／取扱金融機関と契約で定める利率（固定金利）
　▶償還期間／ 60ヶ月（５年）以内
　▶償還方法／元利均等月賦償還（ボーナス返済併用不可）
　▶保　証／取扱金融機関が認める信用保証会社などの信用保証（原則、連帯保証人は不要）
○あっせんを受けられる人
　垂井都市計画下水道の処理区域内で、１年以内に排水設備の設置や浄化槽の撤去、３年以内にくみ取り便所を
水洗便所に改造する人で、町税、下水道の受益者負担金または使用料を滞納していない人。
○利子補給
　当該融資あっせん額に係る利子の全額。ただし、年利率３％を限度とします。
　・利子補給の時期＝借受人が毎年１月～12月に支払った利子に対して、翌年３月末までに交付します。

受益者負担金
公共下水道が使用できるようになると、賦課対象区域として年度当初に告示します。告示された区域にお住まい
の人からは、受益者負担金をいただきます。（今回の供用開始区域については、令和７年度当初に告示します）

下水道マスコット
キャラクター
「スイスイ」

供用および汚水処理の開始区域　５ヘクタール供用開始区域

問 上下水道課　庶務係　☎22-7517

NN

※受益者負担金とは
　下水道は、公共施設や道路、公園
などのように誰もが利用できるも
のではなく、整備された区域の人
だけが恩恵を受けることになりま
す。このため、下水道の整備によっ
て利益を受ける人から建設費の一
部を負担していただくのが受益者
負担金制度です。

○負担金の額および一括納付報奨金
　受益者負担金は、公共汚水ます一ヵ所あたり15万円（均等割額）と、土
地の面積に１平方メ－トルあたりの単位負担金額250円を乗じて得た
額（地積割額）との合計額としています。なお、一括納付された人には、
一括納付報奨金を交付します。
　※土地の利用状況や受益者の事情によっては、負担金の納付猶予や減
免の制度がありますのでおたずねください。

願いはひとつ
火災のない年に
１月５日（日）文化会館大ホールで消防出初め式が行われました。
永年にわたり消防業務に尽力された消防団員を表彰しました。
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